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研究成果の概要： 

ミクロ・マクロデータによって政府開発援助の効果を定量的に推計した結果、（1）インドネシ

ア鋳造産業における日本の技術援助プログラムによって地場企業の技術レベルが大きく向上し

たこと、（2）ほとんど全ての国の開発援助は途上国への直接投資の流入に寄与していないが、

日本の援助は特に日本からの直接投資を促進する働きがあることが見出された。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

2007年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2008年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

    

    

総 計 6,700,000 2,010,000 8,710,000 

 

研究分野：  社会科学 

科研費の分科・細目： 経済学・経済政策 

キーワード：  経済発展 
 
１．研究開始当初の背景 
 
政府開発援助（ODA)が被援助国に対して及ぼ
す効果の事後評価は、効果的なODAのあり方
を探る上で不可欠であり、ODA評価の重要性
は援助関係者の共通認識になっている。しか
し、ODAの効果に関するマクロデータを利用
した既存の分析はしばしば異なった結論を
導き出しており、検証すべき仮説や分析手法
等に大きな改良の余地がある。さらに、ODA
のプロジェクトレベルの事後評価方法に関
しても近年研究が急速に発展してきている
とはいえ、ミクロ計量経済学的な手法に基づ
いたODA効果の厳密な実証分析は十分になさ
れてきたとはいえない。特に、ODAの重要な

役割の１つである、被援助国への技術移転に
注目して、ODAが被援助国に対して企業レベ
ルでの技術移転を促進したかについてのミ
クロ計量的実証分析はなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
（1）本研究は被援助国における企業レベル
のミクロデータを利用して、日本のODAプロ
ジェクトによって被援助国企業に技術移転
がなされたか否かを検証しようとするもの
である。そのために、日本のODAプロジェク
トに関わった被援助国企業が、それ以外の企
業に比べてその技術レベルをより大きく向
上させたかを、ミクロ計量経済学的な手法を
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用いて推計する。 
 
（2）ODAの効果に関するマクロ計量分析も合
わせて行い、ODAが経済発展に対して担う役
割について考察する。 
 
３．研究の方法 
 
（1）インドネシアの鋳造産業企業調査を行
い、それによって得た企業レベルデータを用
いて、同産業における日本の様々な形態の技
術援助（例えば、JICAの技術協力プロジェク
トやシニアボランティアによるものなど）が
地場企業の技術進歩に与えた効果を定量的
に推計した。このようなプログラムの効果を
評価する場合に問題となるのは、プログラム
の参加者が恣意的に選ばれているために、参
加者と非参加者との単純なアウトカムの比
較によっては、プログラムの効果が推計でき
ない点にある（図 1を参照）。本研究では、
プロペンシティ･スコア・マッチングという
手法を用いることにより、参加者と同様の性
質を持つ非参加者を選抜して参加者と比較
することで、プログラムの効果を推計した
（図2）。また、フィリピンにおいて家計調査
を行い、開発援助が貧困削減に与える効果の
推計も行った。 
 

 
図1: プログラムの効果推計の問題点 

 
 

 
図2：プロペンシティ･スコア・マッチングに

よるプログラムの効果の推計 
 

 
（2）国レベルのデータを用いて、ODAが海外
直接投資の流入に与える効果、およびODAの
中でも特に技術協力プロジェクトが被援助
国の技術進歩に与える効果を推計した。 
 
４．研究成果 
 
（1）インドネシアの鋳造産業における研究
によって、日本の技術援助プロジェクトに参
加した企業は、プロジェクトによって平均的
に不良品率を 15％減少させていることが見
出された。平均的企業の不良品率の減少率は
1年間で約 2.5％であるので、技術援助プロ
ジェクトによって参加企業は6年分の技術進
歩を達成していると解釈できる。これは、日
本の技術援助がそれなりに大きな効果を上
げていることを示唆するものである。 
 

 
図3：プロペンシティ・スコア・マッチング

による効果推計の結果 
 
 
貧困削減プログラムの効果分析は多く
の研究によってなされてきているが、本
研究は技術援助プロジェクトの成果を
数量的に計測したものとしてはおそら
く世界で初めての試みであり、学術的意
義は高い。また、開発援助を数量的に評
価しようとする世界的な潮流において、
援助評価の実務においても応用可能性
が高い。この研究成果は、経済産業研究
所における国際ワークショップで発表
したほか、日本（JICA）、オーストラリ
ア、東南アジア諸国の開発援助の実務担
当者などに対しても発表しており、その
成果の政策的な活用が期待される。 
 
なお、タイの金型産業においても日本の技術
援助の効果分析のための企業調査を行った
が、データの取得および整理に予想以上の時
間を要したために、分析結果を論文としてま
とめるには至っていない。 
 
（2）国レベルデータの分析によって、ほと
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んどの場合で援助は直接投資に効果がない
が、日本の援助は特に日本からの直接投資を
促進しているという結果を得た。この結果は、
日本の援助によって被援助国のインフラが
充実するために直接投資が誘引されるわけ
ではなく、日本の援助によって例えば被援助
国の情報が日本の民間企業にもたらされた
り、被援助国に擬似的な政府保証を与えてい
るかのように民間企業が認識したりするこ
とによって日本の投資が誘引されることを
示唆している。また、この結果は日本の援助
が他国と比べて特徴的であることを示して
おり、政策的にも意義深いものである。 
 
次に、技術協力に関するODAは、被援助国の
技術進歩に大きく貢献していることも見出
された。既存の研究は貿易に対する開放度や
外国直接投資の流入が途上国の技術進歩に
寄与していることを明らかにしているが、本
研究は技術協力関連のODAの貢献度が直接投
資よりも量的に大きなものであることを示
した。 
 
これらの研究は、経済産業研究所のディスカ
ッションペーパーとしてまとめられ、経済産
業研究所やFASID，OECDのDevelopment Cetre
にて発表された。 
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